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ている。一方、AFM 測定によりポルフィリンが架橋子長に応じて平面構造の CCG 上に
大きく傾くことを明らかにしている。その結果、ポルフィリン－CCG 間で生じたエキ
シプレックス状態の基底状態への失活は、結合を介してではなく、空間を介して起こ
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 ３．電子供与体であるポルフィリンと CCG の連結系の架橋部位として直線状で堅固
なオリゴフェニレンを用い、電子供与体－電子受容体間の電子カップリングを系統的
に変化させることで、電子カップリング－光物性相関を検討している。フェニレンモ
ノマーからペンタマーの架橋子全てにおいて、電荷が部分的に移動した励起状態（エ
キシプレックス）の生成を見出し、エキシプレックス減衰過程はポルフィリン－CCG
間の空間を介して距離に依存することを明らかにしている。  
 ４．オリゴアリレン架橋子を用いたポルフィリン－SWNT 連結系において、エキシ
プレックス生成と減衰過程に対する架橋子長および架橋子構造の依存性を明らかにし
ている。さらに、従来の光電荷分離および電荷再結合に比較して、エキシプレックス
生成および減衰では架橋子を介した電子供与体－電子受容体間の電子カップリング依
存性が小さいことを見出している。  
 
 以上、本論文は、光誘起電荷分離のモデル系としてピレン、ポルフィリンとナノカ
ーボンを連結した系を構築し、電子供与体の二量化および電子供与体－電子受容体間
の電子カップリングが光物性に与える効果について述べており、学術上、実際上寄与
するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値ある
ものと認める。また、平成２９年２月２２日、論文内容とそれに関連した事項につい
て試問を行った結果、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表 
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
  
